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１ 児童数の推移と学級数（※特別支援学級の児童数は，推計ができないために含まれていません） 
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計 849 26 908 28 969 31 1,054 34 1,124 36 1,172 38 1,266 40

現校舎の最大教室数：３１ ⇒ 推計では平成29年度以降に教室数の不足が想定されます。 

２ 新潟市の学校適正配置基本方針 

 (1)適正規模 ⇒ 小学校は１２～２４学級（各学年２～４学級） 

(2)大規模校への対応 ⇒① 分離新設 

② 通学区域の変更 

③ 増築 

④ その他の方法（鳥屋野小学校では，低学年の分校などが考えられる） 

  (3)協議の進め方 ⇒地域や保護者などの皆さんと検討会で協議し，地域の合意のもとに進めます。 

３ 増築または分離新設（分校を含む）の場合の工程について 

※いずれも予算措置や工事進捗など様々な条件において，考えられる最短の場合です。 
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いずれも供用開始までプレハブ校舎で対応します 

検討するための基本的な事柄 

裏面に，第1回検討会の協議内容(Q&A形式)及び検討会委員名簿を掲載しています。 

鳥屋野小学校区では，今後見込まれる児童数の増加により，教室の不足が想定されています。そ

のため，鳥屋野校区コミュニティ協議会と鳥屋野小学校PTAが中心となり，新潟市教育委員会を

含めた鳥屋野小学校地域検討会を立ち上げ，会長に阿部鳥屋野校区コミ協会長が就任しました。 

このたよりは，鳥屋野小学校地域検討会で話し合われた事がらや資料の内容などについて，地域

や保護者の皆さんにお知らせするものです。 



 お名前 所属  お名前 所属 

1 ◎阿部 洋一 鳥屋野校区コミ協 12  櫻井  貞夫 鳥屋野校区コミ協 

2 西澤   甫 〃 13 △中野  和行 〃 

3  青木  孝也 〃 14  豊崎  輝行 〃 

4  渡邉  昭伍 〃 15  三浦智香江 〃 

5  砂塚  修 〃 16 ○小菅 洋司 鳥屋野小PTA 

6  大石  富夫 〃 17  大関  淳 〃 

7  有坂  康治 〃 18  和田加代子 〃 

8  和田  三雄 〃 19  坂井かおり 〃 

9  佐藤  龍男 〃 20  北上 貴子 〃 

10  杉山  光子 〃 21  房安 エミ 〃 

11  加藤  重樹 〃 事務局：鳥屋野校区コミ協・新潟市教育委員会

◎会長 ○副会長 △事務局長 

このたよりに関する問い合わせは、新潟市教育委員会教育総務課企画室へお願いします。 

(TEL:025-226-3178  FAX:025-230-0401  E-mail：somu.ed@city.niigata.lg.jp)

なお、当日の配布資料やこの検討会だよりは、後日、新潟市のホームページに掲載いたします。

第1回検討会協議内容(Q&A) 

Q 新築にしても増築にしても，もう少し早く建

設出来ないのか。 

A 校舎建設の財源となる国庫補助金申請は，旧

校舎の解体後，５年を経過することが必要で

あるため，これが想定される最短である。 

Q 検討委員の任期はどうなるのか。 

A 任期は定めておらず，課題が解決するまでを

任期と考えている。各組織の役員改選などがあ

った場合は，新たな役員に引き継いでいく。 

Q 上山中学校についても検討の必要がある。 

A この度は，鳥屋野小学校の方が，緊急性が

高いことから検討したが，小学校の次に，中

学校も検討していくことになる。また，隣の

上山小も増えることから，今後，それら近隣

の学校の状況も含め情報提供していく。 

第１回地域検討会の協議要旨 

・校舎整備の工事着手には，旧校舎解体が必要で，早くても平成３４年となる。 

・これまでは，「今年度中に方向を出す」として説明してきたが，国庫補助金の関係で工事着手ま

で時間がかかることが分かった。それまでの間，この検討会を継続させしっかり協議していく。

・今年度は，教育委員会に対し，校舎整備を確実に進めるよう要望書を提出したい。 

・当面の間は，児童数の増加についてプレハブ校舎で対応する。 

Q 夏のPTAへの説明では今年度中に方向性を

出すとのことだったが，それが変わったことを

保護者にしっかり知らせてほしい。 

A 検討会のたよりを保護者や地域へ発行する

ので，それを通してしっかりお知らせしていき

たい。 

地域検討会委員名簿

Q 学校の先生は，委員とならないのか。 

A 教職員は教育委員会職員であり，委員とする

ことは考えていない。必要に応じて，意見を求

めることはある。 

Q 鳥屋野小学校で可能な選択肢を，明らかにし

てほしい。 

A 大規模校への対応は説明のとおり(表面 2－

(2))だが，そのうち通学区域の変更は，隣接す

る上山小・女池小の状況から難しいと考える。


